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論文内容の要旨
〔目的〕
逆流性食道炎は噴門部の逆流防止機構の機能不全あるいは手術による欠如などにより，胃液または
十二指腸液が食道内に逆流することによって発生するとされている。しかしなお多くの問題点が残さ
れてわり，とくに内視鏡像および生検所見に関する報告は少なく，系統的な分析はほとんどなされて
いない。本論文では，内視鏡的，組織学的な診断基準を作りあげるとともに，とくに組織学的に食道
炎の概念を明らかにすることを目的とした。さらに胃液の逆流により発生する食道炎と十二指腸液の
逆流による食道炎との差異について検討を加え，その成因についても考察を加えた。
〔方法ならびに成績〕
1. 方法
1) 5 年間に内視鏡にて観察した食道炎症例85例について内視鏡像，生検組織像を中心に検討を加
えた。
2 )成犬27.頭に頚部食道痩を作成し，酸性食道炎の原因である塩酸ペプシンおよびアルカリ性食道
炎の原因である胆汁酸，胆汁酸+トリプシン液を食道内に 1 日 1 時間づっ，最長 1 年 9 カ月まで滴下
し，発生した食道炎を内視鏡的，組織学的に検討を加えた。
3 )成犬 17'頭を 2 群に分けて食道内に胃液が逆流するように Heller's myotomy , Wendel 手術を行な
い，また十二指腸液が逆流するように食道空腸吻合を行ない，内視鏡的，組織学的変化を観察した。
4 )屠殺後ただちに摘出した犬の食道を，塩酸，ペプシン，胆汁酸， トリプシンの種々の組み合わ
せの液に 1 時間および 2 時間浸し，その組織学的な変化を観察した。
??戸。
2. 成績
内視鏡像を①色調変化型(発赤型)，②びらん潰痕型，③隆起肥厚型の 3 型に分類し， さらに亜型
分類を行なった。発赤型は全周性および線状発赤型に分類した。びらん潰蕩型は線状，飛石状，樹枝
状，未端，広汎性びらんおよび敷石状変化型の 6型に分類した。隆起肥厚型は小隆起型と肥厚型に分
類した。これらの分類をもとに胃噴門側切除食道胃吻合例むよび非胃切除例と胃全摘食道空腸吻合例
に分けて内視鏡像を比較すると，胃の残存する胃噴門側切除群および非胃切除群では限局性であるが
深い変化を示し，胃全摘群では広汎でびまん性であるが浅い変化が見られ，両者の聞に差異が見られ
た。一方愁訴についても両者の聞に差異が見られた。生検所見としては，上皮の変化として①釘脚の
延長，②上皮内血管増生，③上皮肉炎症性細胞浸潤，④基底細胞の増生，⑤基底層からの破壊像，
⑥海綿状変化が挙げられ，固有層の変化として①乳頭の上皮表層への接近，②乳頭の血管拡張，充
血，出血，③炎症性細胞浸潤，④固有層の血管拡張，血管増加，⑤線維化，⑥炎症性肉芽組織があ
げられる。これらの変化は実験群においても一致した変化を示した。とくに上皮の釘脚の延長および
乳頭の上皮表層への接近は特徴的な変化であった。組織学的変化についても内視鏡像と同様に，おも
に胃液の逆流によるものは比較的限局性であるが深い変化を示し，十二指腸液の逆流によるものは広
汎でびまん性の浅い変化を示した。これらの変化は滴下実験，消化実験でも同様で、あった。胃液と胆
汁が混合して逆流する場合も推定されるので，塩酸ペプシン液および稀塩酸液に胆汁酸を加えて滴下
し，その変化をみたところ，前者は塩酸ペプシン液によるものよりも浅いが広汎な変化を示し，一方
後者は胆汁酸液によるものよりも深い変化を示した。また消化実験で胆汁酸液に浸した後，塩酸ペプ
シン液に浸してやると，より深い変化を示した。
〔総括〕
逆流性食道炎について臨床例および実験例をもとにして，内視鏡的ならびに組織学的診断基準を作
った。食道炎の生検組織像に関しては粘膜上皮の変化が重視されねばならない。上皮の変化として釘
脚の延長，乳頭の上皮表層への接近，乳頭部の血管拡張，上皮肉血管増生など多様な変化を示すこと
を立証した。また，実験的にその変化を長期にわたり観察し，その組織学的変化を明確にした。
おもに胃液の逆流によるものは限局性で深い変化を示すが，十二指腸液によるものは広汎性でびま
ん性の浅い変化を示す。このことは逆流する内容の違いによって生じる。これは胃液中の塩酸ペプシ
ンと十二指腸液中の胆汁酸，胆汁酸+トリプシンの食道に対する作用の違いによって生じる。胃液と
ともに胆汁の逆流の見られるものも多いが，胃液の逆流による食道炎でも胆汁の働きが重要な役割を
演じることが推定される。
論文の審査結果の要旨
逆流性食道炎は下部食道噴門部の逆流防止機構の機能不全あるいは手術による損傷などのため消化
液が食道内に逆流することにより発生するとされている。本疾患は愁訴が多いにもかかわらず，なお
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多くの未解決の問題点が残されている。これまで内視鏡的あるいは病理組織学的研究の報告は散見さ
れるが，これらを総合的に体系づけた研究はなされていなし」特に病理組織学的な所見としては，び
らん潰蕩，それに随伴する細胞浸潤，線維化などがとりあげられていたにすぎず，内視鏡的診断と組
織学的診断の差が著しく，本疾患の臨床的診断の決定に混乱を生じていた。また逆流する消化液の違
いによる病像の差異についても明確に検討されていない。
本研究は臨床例および実験的食道炎の比較検討を行ない，これらの問題点を解明するとともに，内
視鏡的および組織学的診断基準を体系づけたものである。即ち，1.逆流性食道炎の内視鏡的な変化を
明らかにし，内視鏡像の分類を行なった。 2. 逆流性食道炎の組織学的な変化を明らかにした。 3. 胃液
の逆流によるものと十二指腸液の逆流によるものの病像の差異を明らかにするとともに，その食道に
対する作用についても明らかにした。
臨床病理学乃至診断学上，価値ある論文である。
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